「古霊宝経」の得道論 by 山田 俊
「古霊宝経」の得道論
著者 山田 俊
雑誌名 集刊東洋学
巻 73
ページ 23-42
発行年 1995-05-30
URL http://hdl.handle.net/10097/00132490
「
古
霊
賓
経
」
序
の
得
道
論
六
朝
末
か
ら
唐
初
に
か
け
て
成
立
し
た
道
典
の
中
に
は
、
「
道
性
」
と
い
う
観
念
を
そ
の
中
心
に
据
え
る
も
の
が
有
る
。
衆
生
の
心
性
問
題
と
し
て
得
道
を
位
置
付
け
る
こ
れ
ら
の
道
典
は
、
衆
生
の
本
来
性
〉田
は
「
道
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
本
来
性
こ
そ
が
得
道
の
可
能
性
仙
で
あ
る
「
道
性
」
だ
と
し
、
文
、
通
常
、
こ
の
本
来
性
は
損
な
わ
れ
鍋
た
状
態
に
在
る
と
す
る
。
従
っ
て
、
そ
の
本
来
性
を
損
な
っ
て
い
る
保
原
因
を
解
消
す
る
こ
と
が
得
道
の
遥
成
と
し
て
目
指
さ
れ
る
こ
と
に
吋
J
《
V
。
な
る
。
唐
初
の
『
太
上
一
乗
海
空
智
畿
経
』
(
九
、
以
下
『
海
空
経
』
離
と
略
す
)
を
例
に
見
る
な
ら
ば
、
震古
書高
衆悩
生故
室員
EZ繋
蹟穂
悩
脚無
議題
以故
繋
縛名
故錦
、高干
韓町
生 2
R・
3 
(不〕
2見
i霊
23 
山
俊
田
と
、
「
閣
内
倣
」
の
解
消
を
「
解
脱
」
と
し
、
そ
の
「
煩
悩
」
に
よ
っ
て
「
繋
縛
」
さ
れ
て
い
る
が
故
に
、
何
度
も
「
生
死
」
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
そ
の
「
道
性
」
の
本
来
の
姿
を
回
復
で
き
な
い
と
す
る
。
し
か
し
同
時
に
、
「
道
性
」
の
本
来
性
を
損
な
う
最
大
原
因
で
あ
る
こ
の
「
煩
悩
」
自
体
も
、
若
在
煩
悩
、
煩
悩
相
空
。
若
在
於
福
、
福
相
亦
空
。
以
是
富
知
、
罪
空
福
空
吋
罪
福
空
故
、
故
名
空
空
。
(
8
-
m
)
と
、
何
の
実
体
も
な
い
空
無
な
存
在
だ
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
空
無
な
も
の
を
空
無
な
も
の
と
知
る
こ
と
が
実
は
肝
要
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
az」
の
思
想
と
「
道
性
」
観
念
と
を
基
盤
に
し
た
道
典
で
は
、
得
道
に
関
わ
る
様
々
な
事
柄
は
、
個
々
の
衆
生
の
資
質
の
差
異
に
応
じ
た
頓
・
漸
の
差
異
が
そ
こ
に
介
在
し
た
と
し
て
も
、
「
空
」
を
悟
る
こ
と
で
「
煩
悩
が
存
在
す
る
と
誤
認
す
る
」
と
い
う
意
味
で
の
「
煩
悩
」
を
取
り
去
る
と
い
う
、
そ
の
一
心
24 
の
在
り
方
に
集
束
す
れ
ば
事
足
り
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
種
の
道
典
の
得
道
に
関
わ
る
事
柄
は
、
上
記
し
た
様
な
側
面
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
天
尊
復
告
方
城
王
子
勝
因
、
善
男
子
、
汝
於
往
昔
無
量
劫
時
、
修
行
一
乗
海
空
智
積
。
以
是
因
縁
、
乃
於
今
日
、
得
謹
一
乗
海
空
智
磁
微
妙
功
徳
。
民
是
髄
王
、
希
有
希
有
。
(
4
-
m
)
こ
れ
は
、
「
無
量
劫
時
」
も
の
渇
か
過
去
世
に
於
い
て
積
ま
れ
た
徳
が
因
縁
と
し
て
現
世
に
作
用
し
た
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
り
、
現
世
に
於
け
る
得
道
の
前
提
と
し
て
の
前
世
の
積
徳
の
必
要
性
を
言
う
も
の
で
あ
る
。
又
、
『
海
空
経
』
に
限
ら
れ
ず
、
「
空
」
と
「
道
性
」
を
重
視
す
る
唐
初
の
他
の
道
典
を
見
て
も
、
若
復
有
人
、
誹
詩
此
糧
、
生
不
信
想
、
軽
慢
法
賀
、
疑
段
聖
文
。
嘗
知
、
此
人
無
量
劫
束
、
沈
論
下
鬼
、
受
諸
苦
報
、
備
歴
異
形
、
始
得
受
生
。
還
於
人
道
、
愚
鍵
燭
壁
、
無
所
解
知
。
習
悪
種
因
、
不
飽
信
受
。
所
行
非
法
、
動
矯
罪
回
、
背
E
入
邪
、
違
異
信
俗
。
=
一
宮
九
府
、
記
其
功
過
、
書
名
黒
簿
死
録
之
中
。
(
『
本
際
経
』
巻
一
)
と
、
「
下
鬼
」
に
ま
で
堕
つ
し
た
者
も
、
長
遠
な
時
間
を
か
け
る
こ
と
で
、
再
び
「
人
道
」
に
転
生
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
そ
の
「
名
」
は
「
三
官
九
府
」
の
「
黒
簿
死
録
」
に
記
入
さ
れ
、
そ
の
「
悪
種
因
」
の
解
消
は
容
易
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
又
、
逆
に
、
若
復
有
人
、
紙
墨
鎌
索
、
刻
玉
鏑
金
、
抄
寓
書
治
、
按
讃
傑
軸
、
流
通
説
調
、
宣
布
未
問
。
嘗
知
、
其
人
巳
入
道
分
、
名
書
金
格
、
列
字
玉
篇
。
(
『
本
際
経
』
巻
一
)
と
、
経
典
を
書
写
流
布
す
る
と
い
う
積
徳
の
結
果
、
そ
の
人
の
「
名
・
字
」
は
「
金
格
・
玉
篇
」
に
記
録
さ
れ
。
そ
の
こ
と
が
得
道
を
意
味
す
る
と
も
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
転
生
を
前
提
と
し
た
得
道
論
や
、
衆
生
の
境
遇
が
そ
の
名
簿
の
記
載
状
況
に
制
限
さ
れ
て
い
る
と
い
う
立
場
で
は
、
衆
生
が
現
世
に
生
を
得
た
時
点
で
、
現
世
に
於
け
る
あ
る
程
度
の
境
遇
が
既
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
命
定
論
的
意
味
合
を
帯
び
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
空
」
の
思
想
に
依
拠
し
て
あ
ら
ゆ
る
衆
生
に
等
し
く
得
道
の
可
能
性
と
し
て
の
「
道
性
」
が
備
わ
っ
て
い
る
と
す
る
一
方
の
立
場
と
は
、
そ
の
性
格
も
来
源
も
異
な
っ
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
。
「
空
」
及
び
「
道
性
」
を
得
道
の
主
軸
と
す
る
道
典
に
見
ら
れ
る
、
こ
う
し
た
別
の
側
面
は
、
道
教
思
想
史
と
し
て
は
ど
の
様
な
経
緯
を
示
し
て
い
る
の
か
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
「
道
性
」
観
念
の
成
立
自
体
が
仏
教
の
「
僻
性
」
思
想
と
不
可
分
に
あ
っ
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
「
道
性
」
を
説
く
唐
初
の
道
典
は
仏
教
思
想
の
影
響
を
濃
厚
に
受
け
て
い
る
が
、
同
時
に
、
「
古
霊
賓
経
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
道
典
に
見
ら
れ
る
得
道
論
の
検
討
も
、
「
古
璽
賓
経
」
の
そ
れ
と
の
関
連
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
有
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
「
古
霊
賓
経
」
に
は
「
道
性
」
の
観
念
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
自
ず
と
そ
こ
に
は
影
響
関
係
と
同
時
に
、
得
道
に
関
す
る
考
え
方
の
差
異
も
有
る
は
ず
で
あ
る
。
本
論
の
目
的
は
、
「
古
霊
寅
経
」
の
影
響
下
に
唐
初
に
成
立
し
た
道
典
の
得
道
論
の
検
討
の
前
作
業
と
し
て
、
こ
れ
ら
「
古
霊
賓
経
」
全
体
と
し
て
の
得
道
論
に
は
ど
の
様
な
傾
向
が
有
る
の
か
を
整
理
す
る
こ
と
に
在
る
。
陸
修
静
の
作
と
さ
れ
る
「
霊
賓
経
目
」
所
載
の
「
古
霊
費
経
」
は
、
「
古
璽
賓
経
」
と
総
称
さ
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
経
典
群
に
一
貫
〉回
し
た
得
道
論
が
見
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
仙
心
と
な
る
得
道
論
に
着
目
す
る
と
、
便
宜
的
に
で
は
あ
る
が
、
大
き
論
く
幾
つ
か
に
分
類
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
先
ず
本
章
で
は
、
得
道
論
得
の
性
格
か
ら
「
古
璽
賓
経
」
を
幾
っ
か
に
分
類
し
、
紙
幅
の
制
限
も
の
有
る
の
で
、
主
な
「
古
璽
賓
経
」
を
取
り
上
げ
検
討
す
る
こ
と
で
、
融
「
古
霊
童
」
の
得
道
論
の
概
観
を
窺
う
こ
と
に
す
令
》
璽古25 
(
一
)
、
「
符
」
「
玉
訣
」
「
鰹
」
先
ず
、
「
符
」
「
玉
訣
」
「
経
」
等
の
持
つ
威
力
を
借
り
て
得
道
を
達
成
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
も
の
か
ら
見
て
い
く
。
①
『
元
始
五
老
赤
書
王
篇
長
文
天
書
経
』
(
一
一
一
一
)
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
様
に
、
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
異
文
天
書
経
』
(
以
下
『
五
老
赤
書
玉
篇
』
と
略
す
)
は
、
「
符
」
と
し
て
の
「
五
篇
異
文
」
の
持
つ
威
力
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
天
尊
」
が
『
五
老
赤
書
玉
篇
』
を
開
陳
す
る
こ
と
で
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
恩
恵
を
被
り
(
上
・
2
1
)、
「
五
篇
員
文
」
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
災
害
を
免
れ
(
上
・
7
1
)、
「
五
帝
国
民
符
」
を
書
写
し
服
用
す
る
こ
と
で
長
生
を
達
成
し
(
上
・
お
1
)、
「
異
文
」
を
五
方
に
設
置
す
る
こ
と
で
神
々
を
降
臨
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
す
る
(
上
-
m
i
)
。
こ
う
し
た
「
五
篇
異
文
」
に
関
し
、
巻
中
は
次
の
様
に
言
う
。
元
始
五
老
三
元
玉
符
、
興
璽
賓
玉
篇
異
文
、
:
玄
都
宿
有
金
名
、
皆
得
見
此
文
。
侃
之
得
免
大
災
、
矯
聖
君
橿
民
。
皆
白
日
昇
天
、
上
朝
玄
都
上
宮
。
功
徳
未
備
、
即
得
戸
解
、
時
輪
成
仙
、
随
連
沈
浮
、
興
員
結
縁
。(
・
中
・
げ
)
「
玄
都
に
宿
と
し
て
金
名
有
ら
ば
、
皆
此
文
を
見
る
を
得
る
」
と
、
こ
の
「
玉
符
」
「
異
文
」
を
入
手
す
る
に
は
、
「
玄
都
」
に
そ
の
名
が
「
金
名
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
必
要
か
有
る
。
従
っ
て
、
元
始
璽
賓
西
北
天
大
聖
衆
至
員
尊
神
、
無
極
大
道
上
帝
員
皇
老
人
、
常
以
月
一
目
、
上
曾
建
費
玄
都
、
西
北
玉
山
、
紫
微
上
宮
、
奉
粛
朝
天
文
、
校
地
上
人
鬼
功
過
。
其
目
、
勅
北
斗
、
下
興
三
官
、
考
百
四
部
刺
姦
、
周
行
天
下
、
札
察
兆
民
、
僚
列
善
悪
、
軽
重
上
言
。
其
目
、
有
奉
修
爾
直
、
不
26 
犯
科
律
、
三
官
除
罪
、
列
名
玄
都
、
高
神
衛
護
、
得
魚
種
民
。
犯
思
矯
非
、
移
名
地
官
。
(
下
・
-
)
と
、
神
々
が
「
地
上
の
人
鬼
の
功
過
を
校
」
り
、
「
兆
民
を
札
察
し
、
善
悪
を
燦
列
し
、
軽
重
を
上
言
」
す
る
そ
の
日
に
は
、
「
奉
修
爾
直
」
す
る
こ
と
で
、
「
玄
都
」
に
そ
の
名
が
列
せ
ら
れ
「
種
民
」
と
な
れ
る
様
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
②
『
太
上
洞
玄
霊
賓
赤
書
玉
訣
妙
経
』
(
三
五
二
)
同
棟
に
「
五
篇
長
文
」
に
依
拠
し
、
「
符
」
「
玉
訣
」
の
持
つ
威
力
を
説
く
も
の
に
『
太
上
洞
玄
霊
賓
赤
書
玉
訣
妙
経
』
(
以
下
『
玉
訣
妙
経
』
と
略
す
)
が
有
る
。
「
五
篇
異
文
」
が
「
無
上
宛
利
天
」
に
戻
っ
た
後
、
人
々
を
救
済
す
る
た
め
に
難
解
な
「
五
篇
異
文
」
の
解
釈
が
な
さ
れ
る
(
上
・
2
1
)。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
救
済
の
方
法
は
、
「
削
除
罪
簡
上
法
」
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一
例
を
見
る
な
ら
ば
、
元
始
盤
賓
告
水
帝
削
除
罪
簡
上
法
蜜
賓
某
帝
、
先
生
某
、
甲
年
如
干
歳
某
月
生
。
願
神
願
仙
、
長
生
不
死
、
三
元
同
存
、
九
府
水
帝
、
十
二
河
源
、
江
河
准
済
、
摂
冷
大
神
、
乞
削
罪
名
、
上
聞
九
天
、
請
詣
水
府
、
金
龍
騨
侮
。
[
太
歳
某
年
某
月
某
朔
某
日
某
時
、
於
某
国
告
文
。
右
朱
書
銀
木
簡
上
、
以
青
紙
裏
筒
、
青
綿
趨
之
、
金
龍
負
簡
、
以
投
三
河
之
淵
。
初
用
金
銀
、
九
隻
連
簡
。
・
呪
目
、
]
e
a
今
日
上
告
、
寓
願
開
陳
、
請
投
宝
簡
、
乞
削
罪
名
、
千
曽
高
祖
、
九
族
種
親
、
罪
根
連
染
、
及
得
我
身
、
普
蒙
削
除
、
絶
滅
種
根
、
記
名
水
府
。
〔上・
5
)
こ
れ
は
、
「
玉
簡
」
を
投
ず
る
こ
と
で
「
罪
名
」
を
「
削
墜
し
、
そ
の
名
を
「
水
府
」
に
記
載
す
る
と
い
う
、
自
己
の
得
道
と
祖
先
の
救
済
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
爾
有
志
心
、
夜
無
上
道
意
、
欲
度
諸
天
人
民
、
善
男
善
女
、
威
使
得
離
三
悪
五
道
八
難
之
中
、
得
過
悪
世
、
輿
道
相
値
、
首
以
八
節
甲
子
之
目
、
投
三
元
玉
筒
、
除
宿
罪
簿
、
言
と
、
「
諸
天
人
民
」
を
救
う
側
も
、
こ
の
「
三
元
玉
簡
」
を
用
い
て
、
「
人
民
」
の
名
を
「
罪
簿
」
か
ら
削
除
し
「
上
天
」
に
そ
の
名
を
記
載
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
救
済
の
「
法
」
は
、
自
無
前
世
寓
劫
題
名
太
玄
、
不
得
見
此
玉
文
。
(
上
・
4
)
と
、
前
世
か
ら
「
太
玄
」
に
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
者
で
な
け
れ
ば
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。
巻
下
で
は
、
前
世
に
積
徳
の
有
っ
た
「
阿
丘
曾
」
な
る
者
に
伝
授
さ
れ
た
と
し
て
、
「
霊
賓
赤
書
玉
訣
二
巻
」
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
、
先
ず
、
「
五
牙
」
の
「
服
食
」
に
関
す
る
「
玉
訣
」
が
言
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
「
元
始
赤
書
服
食
青
牙
導
引
九
日
系
青
天
玉
訣
」
で
は
、
立
春
の
日
に
東
方
に
向
か
い
、
「
東
方
安
賓
肇
林
青
霊
始
老
君
」
が
口
か
ら
「
肝
府
」
に
入
る
の
を
存
思
し
、
「
東
方
赤
書
玉
文
」
を
服
す
る
こ
と
で
長
生
を
願
う
も
の
で
あ
る
(
下
・
5
〉
。
そ
し
て
、
導
引
冶
牙
之
法
、
此
文
具
蔵
南
圃
赤
洞
五
城
之
内
、
三
天
仙
宮
備
守
仙
樫
十
二
重
、
議
以
紫
玉
之
匿
、
刻
以
黄
金
之
札
、
封
以
丹
芝
光
草
、
印
以
太
上
中
章
。
皆
授
宿
有
仙
籍
、
名
書
丹
量
、
隠
矯
口
天
上
員
之
人
。
自
無
此
挺
、
終
不
得
時
篇
目
。
(
下
-m)
と
、
こ
れ
ら
存
視
に
関
わ
る
「
法
」
は
通
常
は
秘
蔵
さ
れ
て
お
り
、
「
宿
」
と
し
て
「
仙
籍
」
を
備
え
、
そ
の
「
名
」
が
「
丹
蓋
」
に
記
載
さ
れ
、
「
口
天
上
真
之
人
」
と
な
る
こ
と
が
定
ま
っ
て
い
る
者
に
し
か
伝
授
さ
れ
な
い
と
す
る
。
次
に
、
コ
一
ん
始
五
老
存
思
五
獄
五
帝
招
璽
求
仙
玉
訣
」
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
、
立
春
の
後
の
甲
寅
乙
卯
の
日
に
、
東
に
向
か
い
、
「
東
獄
泰
山
青
帝
君
」
が
口
か
ら
肝
へ
と
入
る
を
存
思
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
(
下
・
は
)
。
そ
し
て
、
そ
の
「
呪
臼
」
に
は
、
〉田仙
東
天
九
門
中
有
始
皇
、
i
把
執
簡
籍
、
青
札
玉
文
、
校
定
仙
名
、
列
言
上
話
富
。
今
日
王
吉
、
請
陳
所
言
、
身
伺
赤
書
、
名
審
帝
堂
、
願
神
願
仙
、
青
逝
録
簿
中
。
(
下
・
日
〉
回
忌
守の
と
、
存
恩
の
結
果
、
東
方
の
「
始
皇
」
な
る
神
が
「
簡
籍
、
青
札
玉
経
文
」
を
扱
い
「
仙
名
を
校
定
し
」
、
そ
れ
を
「
上
宮
」
に
報
告
す
る
蜜
と
さ
れ
て
い
る
。
、
，
山
1
③
『
太
上
洞
玄
霊
賀
無
量
度
人
上
品
妙
経
』
F
J
本
経
の
冒
頭
に
は
、
「
一
冗
始
天
尊
」
が
『
太
上
洞
玄
璽
賓
無
量
度
人
上
品
妙
経
』
を
十
度
説
く
こ
と
で
あ
ら
ゆ
る
者
が
救
わ
れ
、
十
方
27 
か
ら
神
人
が
飛
来
し
た
と
す
る
(
1
・
3
1
1
又
、
衆
生
各
人
が
経
を
調
え
る
こ
と
で
も
、
凡
調
是
趨
十
、
過
、
諸
天
野
到
。
億
曽
高
祖
、
幽
魂
苦
爽
、
皆
即
受
度
、
上
昇
朱
宮
。
格
皆
九
年
、
受
化
更
生
、
得
震
貴
人
、
而
好
皐
至
組
。
功
満
徳
就
、
皆
得
神
仙
、
飛
昇
金
閥
、
振
宴
玉
京
也
。
(
l
-
m
i
)
と
、
十
度
唱
え
れ
ば
、
既
に
死
ん
だ
祖
究
か
「
朱
宮
」
へ
と
救
済
さ
れ
、
そ
れ
を
九
年
続
け
る
こ
と
で
本
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
「
至
綬
」
を
学
ぶ
こ
と
を
好
む
「
貴
人
」
に
転
生
す
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
功
徳
を
積
め
ば
神
仙
と
な
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
本
経
は
「
調
経
」
の
威
力
に
重
点
を
置
く
が
、
こ
う
し
た
威
力
を
持
つ
経
典
の
伝
授
は
、
此
怒
、
上
天
所
賞
、
不
得
下
世
。
至
士
預
金
賓
、
効
心
盟
天
而
得
。
(
1
・
m)
と
、
「
至
士
」
と
さ
れ
る
者
が
「
金
賓
」
等
の
法
信
を
用
意
し
た
時
に
の
み
伝
授
さ
れ
る
と
す
る
ロ
巻
二
で
は
、
+
牛
刀
の
「
長
生
大
聖
」
に
よ
る
救
済
が
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
諸
天
丞
相
、
南
昌
上
宮
、
韓
司
主
録
、
監
生
大
神
、
執
録
把
籍
、
費
到
帝
前
、
随
所
臆
度
、
巌
校
諸
天
、
普
告
三
界
無
極
神
郷
、
泉
曲
之
府
、
北
部
羅
郵
、
上
解
祖
考
。
ニ
官
九
響
、
十
二
河
源
、
億
劫
種
親
、
疾
除
罪
簿
、
落
減
悪
根
、
不
得
拘
留
、
逼
合
鬼
群
。
(
2
・幻
1
)
28 
と
、
「
録
・
籍
」
を
管
理
す
る
神
々
が
そ
の
内
容
を
検
討
し
、
得
度
の
有
資
格
者
に
つ
い
て
は
「
罪
簿
」
に
有
る
名
を
「
疾
や
か
に
除
く
」
と
有
る
様
に
、
名
簿
の
書
き
換
え
に
よ
る
救
済
で
あ
る
。
文
、
巻
四
に
は
、
凡
有
問
直
結
、
能
馬
天
地
、
帝
主
兆
民
、
行
是
功
徳
、
有
災
之
目
、
夜
、
心
修
環
境
香
、
調
経
十
過
、
皆
諸
天
記
名
、
寓
神
侍
衛
。
右
別
、
至
人
魁
得
馬
要
君
金
閥
之
臣
、
諸
天
記
人
功
過
、
基
分
無
失
。
(
4
・
1
1
)
と
、
調
経
に
よ
り
災
害
を
免
れ
る
こ
と
が
可
能
な
の
は
、
焼
香
・
請
経
の
功
徳
を
認
め
た
「
諸
天
」
が
そ
の
「
名
」
を
記
し
、
「
高
神
」
が
そ
の
護
衛
に
当
た
る
か
ら
で
あ
る
。
三
)
、
「
戒
律
」
次
に
「
戒
律
」
を
遵
守
す
る
こ
と
で
得
道
の
達
成
を
計
る
も
の
を
見
て
み
よ
う
。
①
『
太
上
洞
玄
璽
賓
智
懇
罪
根
上
品
大
戒
経
』
(
四
五
七
)
『
太
上
洞
玄
霊
賓
智
慧
罪
根
上
品
大
戒
経
』
は
、
天
尊
命
百
十
方
飛
天
神
人
、
開
九
幽
玉
置
、
長
夜
之
函
、
出
生
死
罪
録
、
悪
劃
種
根
。
十
方
飛
天
、
各
説
因
縁
、
以
告
太
上
大
道
君
罵
。
(
上
・
2
)
と
、
「
天
尊
」
が
「
十
方
飛
天
神
人
」
に
命
じ
て
「
九
幽
玉
置
、
長
夜
の
函
」
を
開
け
、
そ
の
中
か
ら
「
生
死
罪
録
、
悪
封
種
根
」
を
取
り
出
さ
せ
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
の
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
「
因
縁
」
-
亭
明
か
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
ロ
そ
こ
に
は
、
「
純
朴
」
な
故
に
無
知
な
者
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
「
飽
漢
」
か
ら
始
ま
り
、
「
赤
明
」
「
開
皇
」
と
時
代
が
下
る
に
つ
れ
人
々
は
そ
の
純
粋
さ
を
失
い
、
「
罪
槙
」
に
よ
る
「
因
縁
」
が
生
じ
、
「
上
皇
」
に
至
っ
て
そ
の
凋
落
は
極
み
に
至
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
の
「
治
身
の
戒
」
を
説
く
こ
と
が
本
経
の
目
的
な
の
で
あ
る
(
上
・
2
1
3
)。
そ
し
て
、
「
十
善
戒
」
(
上
・
4
)、
「
一
十
四
戒
持
身
之
品
」
(
上
・
5
〉
、
「
上
品
百
八
十
戒
、
中
品
八
十
戒
、
下
品
四
十
戒
」
か
ら
な
る
「
観
身
大
戒
」
(
上
・
5
)、
「
上
品
十
戒
」
(
上
・
6
)、
「
十
二
可
従
戒
」
(
上
・
8
)
等
が
紹
介
さ
れ
る
。
巻
下
で
は
、
十
方
の
「
神
人
」
が
次
々
と
「
太
上
道
君
」
と
問
答
を
繰
り
返
す
が
、
そ
の
一
例
を
「
東
方
無
極
世
界
飛
天
神
人
」
に
見
る
と
、
そ
こ
に
は
、
「
智
慧
上
品
十
戒
」
を
修
め
る
こ
と
で
、
当
事
者
の
得
道
、
及
び
祖
先
の
救
済
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
東
方
無
極
世
界
、
恒
沙
衆
生
、
巳
得
道
過
去
、
及
未
得
道
、
見
在
福
中
、
善
男
子
善
女
人
、
修
奉
智
穀
上
品
十
戒
、
功
満
福
報
、
致
得
策
空
、
白
日
飛
行
、
駕
景
策
龍
、
上
登
玉
清
、
港
行
東
極
九
一
京
天
中
。
未
得
道
者
、
生
世
富
貴
、
位
鼠
人
尊
、
年
命
長
選
、
並
無
夫
傷
。
東
方
青
帝
、
皆
即
列
名
、
奏
言
九
添
上
天
。
九
京
天
宮
、
告
下
東
方
三
官
、
九
署
地
牢
之
中
、
削
落
青
元
九
幽
玉
置
、
長
夜
之
図
、
宿
世
罪
根
。
青
天
司
命
、
勅
録
天
神
仙
簿
中
。
七
祖
皆
得
上
昇
天
堂
、
衣
食
自
然
。
樋
年
更
生
帝
王
之
門
。
世
世
歎
築
、
恒
居
福
中
、
因
縁
不
絶
、
故
得
信
根
。
(
下
・
l
)
「
智
慧
上
品
十
戒
」
を
修
め
る
こ
と
で
、
そ
の
者
の
名
が
「
東
方
青
帝
」
か
ら
「
九
添
上
天
」
に
報
告
さ
れ
、
「
九
一
束
天
官
」
を
通
し
て
「
東
方
三
官
」
に
通
達
さ
れ
、
「
九
署
地
牢
」
の
「
青
元
九
幽
玉
置
・
長
夜
の
函
」
の
中
の
祖
先
の
「
宿
世
罪
根
」
が
削
除
さ
れ
、
「
青
天
司
命
」
に
よ
っ
て
「
天
神
仙
簿
」
に
新
た
に
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
逆
に
、
「
東
方
無
極
世
界
地
獄
」
に
居
る
者
逮
が
そ
の
因
縁
か
ら
容
易
に
脱
出
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
理
由
も
、
其
入
所
犯
元
悪
罪
録
、
結
在
九
幽
長
夜
之
函
。
九
荒
天
君
、
青
天
霊
官
、
三
界
司
第
、
結
其
目
録
。
依
玄
都
女
青
上
宮
左
官
律
、
九
高
劫
、
得
還
生
非
人
之
道
。
輪
特
九
億
寓
劫
、
天
地
敷
極
、
乃
得
作
九
河
都
役
使
。
此
之
辛
苦
、
非
可
能
言
。
欲
得
開
度
、
断
絶
悪
縁
、
嘗
依
明
民
玉
置
女
青
上
富
科
品
、
以
青
紋
之
繍
九
十
尺
、
亦
可
九
尺
、
金
龍
一
枚
、
詣
東
方
九
京
天
君
、
東
郷
諸
費
官
、
九
幽
之
中
、
抜
購
苦
魂
、
絶
諸
罪
根
。
九
日
九
夜
、
明
燈
焼
香
、
首
謝
天
君
。
九
幽
之
下
、
得
見
光
明
、
可
得
解
脱
、
還
入
善
縁
。
九
年
皆
得
還
生
人
中
、
世
世
歎
鎖
、
福
慶
無
窮
。
(
下
・
l
)
田山論
と
、
彼
ら
の
「
元
悪
罪
録
」
が
「
九
幽
長
夜
の
図
」
に
固
く
閉
さ
さ
保
れ
て
お
り
、
「
九
宗
天
君
」
等
が
そ
れ
を
厳
重
に
管
理
し
、
そ
こ
に
の
名
の
記
載
さ
れ
て
い
る
者
逮
は
「
玄
都
女
青
上
宮
左
官
律
」
に
従
い
、
犠
長
遠
な
時
間
を
か
け
て
転
生
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
苦
し
む
こ
と
が
霊
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
悪
縁
を
解
消
し
唱
た
け
れ
ば
、
「
青
紋
の
紬
九
十
尺
」
「
金
龍
一
枚
」
を
「
東
方
九
京
天
君
、
東
郷
諸
霊
宮
」
に
寄
進
す
る
こ
と
で
、
そ
の
「
罪
根
」
を
絶
ち
「
善
縁
」
を
植
え
付
け
て
も
ら
う
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
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②
『
太
上
澗
玄
霊
賓
智
慧
本
願
大
戒
上
品
経
』
(
三
四
四
〉
『
太
上
洞
玄
霊
賓
智
慧
本
願
大
戒
上
品
経
』
(
以
下
『
大
戒
上
品
経
』
と
略
す
)
は
「
宿
世
」
に
於
け
る
「
本
行
」
と
、
そ
れ
に
由
る
「
因
縁
」
の
仕
組
み
を
先
ず
明
か
に
す
る
。
寓
物
芸
芸
、
醤
於
幻
耳
。
皆
嘗
蹄
空
。
人
身
亦
然
。
。
嘗
制
念
以
定
志
、
静
身
以
安
神
、
賓
京
以
存
精
、
思
慮
兼
忘
、
冥
想
内
視
、
則
身
神
並
一
。
身
神
並
て
近
潟
県
身
也
。
此
賞
由
宿
世
本
行
、
積
念
累
感
。
功
済
一
切
、
徳
麿
寓
物
。
因
縁
輪
輔
、
罪
福
相
封
、
生
死
相
減
、
貴
賎
相
使
、
賢
思
相
傾
、
貧
富
相
欺
、
善
悪
相
頼
、
其
苦
無
量
。
皆
人
行
願
所
得
也
。
非
道
非
天
非
地
非
人
非
寓
物
所
矯
実
。
正
由
心
耳
。
此
割
既
鍾
、
亦
難
脱
也
。
(
2
)
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
本
来
「
空
」
な
る
存
在
で
あ
り
、
人
も
「
制
念
」
に
よ
る
「
定
志
」
、
「
静
身
」
に
よ
る
「
安
神
」
な
ど
の
手
段
で
、
『
身
・
神
」
を
分
別
す
る
こ
と
の
無
い
「
員
身
」
の
境
地
に
到
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
現
世
に
於
い
て
こ
れ
を
達
成
で
き
る
に
は
、
前
世
に
於
い
て
「
功
一
切
を
済
い
、
徳
寓
物
を
謄
う
」
と
さ
れ
る
一
切
を
救
済
し
恩
恵
を
施
す
と
い
う
「
本
行
」
、
蓄
積
さ
れ
た
ひ
た
む
お
む
き
な
「
念
い
」
が
働
き
か
け
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
条
件
が
必
要
な
の
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
現
世
の
あ
ら
ゆ
る
状
況
は
、
前
世
で
の
行
為
と
、
そ
れ
を
決
定
し
た
心
と
に
全
て
由
来
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
前
世
と
現
世
と
の
対
応
関
係
で
あ
る
「
封
」
が
一
日
右
耳
成
し
て
し
ま
う
と
、
そ
こ
か
ら
脱
出
す
る
の
は
極
め
て
困
難
と
さ
れ
る
。
30 
自
非
大
法
、
莫
有
解
其
宿
題
、
而
消
此
邪
病
実
。
夫
局
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
夫
妻
君
臣
、
師
保
朋
友
、
皆
前
世
所
念
願
、
員
因
縁
展
特
相
生
也
。
莫
不
有
針
者
哉
。
(
4
)
と
、
現
世
の
あ
ら
ゆ
る
状
況
は
、
全
て
前
世
に
於
け
る
「
念
願
」
に
起
因
す
る
「
因
縁
」
か
ら
生
じ
た
「
封
」
な
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
「
宿
纏
」
の
解
消
は
「
大
法
」
(
H
「
大
戒
じ
で
な
け
れ
ば
無
理
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
夫
事
道
、
不
受
大
智
慧
道
行
本
願
上
品
大
戒
、
無
縁
上
仙
也
。
子
有
宿
命
、
是
以
見
此
経
。
(
2
)
と
、
「
皐
道
」
せ
ん
と
す
る
者
に
は
「
大
智
慧
道
行
本
願
上
品
大
戒
」
が
不
可
欠
と
な
る
の
だ
が
、
こ
の
「
大
戒
」
は
や
は
り
「
宿
命
」
と
し
て
出
会
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
者
し
か
出
会
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
宿
命
」
と
は
、
若
無
太
上
金
簡
仙
名
者
、
亦
終
不
興
此
経
戒
相
過
也
。
(
8
)
こと
と、
2手
で占
支金
ZR轡。》
に
そ
の
2 
が
記
載
さ
れ
て
し、
る
と
つ
(
三
)
、
「
因
縁
」
「
宿
封
」
「
願
」
こ
こ
で
は
、
司
大
戒
上
品
経
』
に
も
見
ら
れ
た
「
因
縁
」
「
宿
封
」
と
い
っ
た
観
念
を
中
心
に
据
え
る
道
典
を
改
め
て
見
て
い
き
た
い
。
【
回
】
①
『
太
上
洞
玄
霊
買
誕
一
勧
誠
法
輪
妙
経
』
全
体
の
序
論
の
役
割
を
す
る
同
太
上
洞
玄
璽
賓
翼
一
勧
誠
法
輪
妙
経
』
の
冒
頭
に
は
、
「
左
仙
公
」
の
も
と
に
三
人
の
真
人
が
降
臨
す
る
く
だ
り
が
有
る
。
そ
の
一
人
の
言
葉
に
、
太
上
玄
一
員
人
僻
癒
組
告
太
樋
左
仙
公
目
、
子
積
劫
念
行
、
損
身
救
物
、
開
度
有
生
、
・
苦
志
篤
属
、
乃
有
至
徳
、
致
紫
部
筆
、
金
関
上
清
宮
、
有
理
文
紫
字
。
功
徳
説
灘
、
行
合
上
仙
。
我
嘗
告
子
、
開
度
法
輪
勧
戒
要
訣
、
使
子
知
有
宿
命
、
先
身
罪
福
、
致
今
之
報
。
(
2〕
何
劫
に
も
亙
る
積
徳
の
結
果
、
「
紫
蘭
蓋
の
金
関
上
清
宮
」
に
「
漫
文
紫
字
」
で
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
る
と
い
う
条
件
を
備
え
た
「
仙
公
」
に
、
前
世
と
現
世
と
を
結
び
付
け
る
観
念
で
あ
る
「
宿
命
」
の
教
え
を
真
人
が
説
く
の
だ
と
す
る
。
『
太
上
玄
一
員
人
説
勧
誠
法
輪
妙
経
』
で
は
、
現
世
の
状
況
は
全
て
前
世
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
行
為
の
結
果
で
あ
る
と
す
る
。
道
言
、
夫
輪
特
福
慶
不
滅
、
生
而
好
皐
、
宗
奉
姉
賀
、
輿
道
結
縁
、
世
世
不
絶
、
皆
由
先
身
積
行
所
致
。
(
l
)
何
度
転
生
し
て
も
「
福
慶
」
が
常
に
伴
い
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
「
皐
」
を
好
み
「
師
賓
」
を
尊
ぶ
者
は
、
そ
の
前
世
に
於
い
て
功
徳
を
積
み
、
「
道
」
と
「
縁
」
を
結
ん
だ
者
な
の
で
あ
る
。
積
徳
の
具
体
例
を
見
る
な
『
り
ば
、
如
此
法
輪
、
上
士
動
尚
旗
開
法
門
、
先
人
後
身
、
救
度
園
王
、
損
口
健
乏
、
裸
形
衣
寒
、
仁
及
鳥
獣
、
恵
逮
有
生
。
恭
師
奉
法
、
恒
知
針
神
、
長
粛
苦
思
、
精
研
澗
玄
、
吐
納
采
液
、
心
灰
意
勤
、
割
棄
色
累
、
高
想
都
浪
、
情
和
平
山
柔
、
人
神
並
歌
。
如
此
之
行
、
一
滅
一
生
、
志
不
退
縛
、
封
成
上
仙
、
三
師
備
足
、
身
登
太
極
、
位
加
仙
卿
。
(
l
)
利
他
を
優
先
し
、
同
時
に
自
己
の
修
道
に
も
励
む
と
い
う
功
徳
を
転
生
し
な
が
ら
積
む
こ
と
で
、
そ
の
果
報
が
や
が
て
「
仙
卿
」
へ
と
つ
な
が
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
積
徳
は
、
如
此
之
比
有
無
鞍
之
敬
、
皆
積
行
所
得
、
非
唯
一
生
撃
而
成
也
。
来
世
矯
皐
、
人
吾
法
門
、
首
臓
之
先
世
、
以
期
神
仙
。
功
満
徳
雄
官
、
魁
入
自
然
至
員
之
場
也
。
(
4
)
「古蜜質経」の得道論(山田)
こけ L、と
うて う
し功も三
て徳の H-
警をでき
稽は吊
れむなどと
たこ くり
功と tz 
徳が転支
は前 生り
て躍 を果
古繰報
なりが
つ 返現
てしれ
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無
上
八
門
開
廃
法
輪
動
誠
鰹
領
、
・
其
文
妙
重
、
皆
授
宿
有
玄
名
帝
国
、
録
字
三
清
、
路
局
仙
公
之
人
。
自
非
其
質
、
不
得
妄
宣
。
見
其
篇
旬
、
皆
由
宿
福
積
行
所
鍾
。
能
登
心
供
養
、
依
法
修
行
、
宿
根
自
滅
、
興
善
結
縁
。
(
日
)
と
、
既
に
何
度
も
指
摘
し
た
様
に
、
そ
の
「
玄
名
」
が
「
帝
闘
・
=
一
清
」
に
記
載
さ
れ
、
「
経
頒
」
を
伝
授
さ
れ
得
る
資
格
へ
と
繋
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
前
世
と
現
世
と
の
対
応
関
係
は
、
既
に
見
た
「
釘
」
と
い
う
観
念
と
し
て
、
『
太
上
玄
一
員
人
説
三
途
五
苦
勧
戒
経
』
で
言
及
さ
れ
る
。
道
ぷ
一
吉
田
、
吾
於
混
沌
無
形
之
中
、
歴
飯
諸
天
究
語
、
無
鞍
数
量
、
天
地
成
敗
、
生
死
報
隠
、
莫
不
有
封
、
莫
不
有
蹄
。
人
裏
話
生
、
志
有
精
鹿
、
行
有
是
非
。
心
願
如
是
、
形
迩
亦
是
。
功
過
相
籍
、
織
華
不
失
。
皆
明
於
天
地
、
其
理
甚
分
。
故
人
死
無
数
、
生
亦
不
止
。
皆
以
輪
鴨
填
神
、
住
返
相
加
、
莫
非
先
身
、
以
之
無
極
。
而
今
見
八
円
無
極
世
界
塵
沙
而
来
、
百
姓
子
男
女
人
、
事
輿
不
事
、
不
顧
宿
命
、
違
科
犯
戒
、
死
嬰
痛
毒
、
流
曳
三
途
五
苦
之
中
、
非
復
人
形
。
皆
受
其
前
身
所
行
悪
針
、
致
今
之
報
。
見
之
悲
傷
、
局
之
不
言
。
責
戸
在
形
、
慰
之
在
心
。
今
故
開
法
輪
、
以
度
其
身
。
来
者
明
慢
、
詳
而
奉
駕
。
(
l
)
「
天
地
の
成
敗
」
「
生
死
の
報
隠
」
に
代
表
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
現
象
に
は
、
「
封
有
ら
ざ
る
な
く
、
錦
有
ら
ざ
る
な
し
。
」
と
、
「
封
」
と
い
う
原
因
結
果
の
関
係
、
「
蹄
」
と
い
う
そ
の
由
来
す
る
原
因
が
有
る
と
す
る
。
各
人
の
「
志
」
に
「
精
癒
」
の
、
「
行
」
に
「
是
非
」
の
差
異
が
有
る
の
は
、
そ
の
「
先
身
」
の
所
作
の
差
異
に
原
因
が
有
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
者
連
は
そ
の
前
世
に
於
け
る
「
悪
釘
」
の
た
め
に
、
現
世
に
於
い
て
悲
惨
な
状
況
に
在
る
。
彼
ら
を
救
済
す
る
た
め
に
、
こ
の
「
法
輪
」
は
聞
か
れ
る
の
で
あ
る
。
具
体
例
を
一
つ
見
る
。
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道
言
、
吾
嘗
歴
観
諸
天
、
出
遊
東
門
、
見
有
百
姓
子
男
女
人
、
口
面
膿
側
、
血
臭
流
出
、
頭
如
垂
線
、
・
足
践
万
刃
之
上
、
身
負
鍛
杖
、
痛
不
可
負
、
毒
不
可
忍
。
矯
之
悲
傷
、
哀
感
無
巳
。
・
・
東
極
世
界
飛
天
人
目
、
斯
罪
人
也
、
其
前
身
所
行
、
窓
口
赤
舌
、
評
論
道
徳
、
攻
伐
姉
主
、
更
相
能
撃
、
・
・
抑
絶
賢
明
、
致
招
今
針
。
諸
苦
備
、
緩
寓
劫
、
首
選
生
非
人
之
道
。
其
因
如
此
。
道
回
、
可
令
斯
人
、
念
其
前
行
、
思
念
偽
善
、
度
著
法
輪
、
授
以
勧
戒
、
使
得
更
生
還
在
人
中
。
修
吾
此
道
、
以
解
宿
封
、
恩
作
導
行
、
贋
開
法
門
、
建
立
福
田
、
功
満
徳
就
、
昇
入
東
門
之
中
、
見
其
宿
命
之
根
、
更
受
滅
度
、
以
致
飛
仙
也
。
〈
l
〉
「
東
門
」
か
ら
出
た
「
道
」
が
目
に
し
た
悲
惨
な
人
々
に
関
し
、
「
東
極
世
界
飛
天
人
」
は
、
審
守
は
前
世
に
於
い
て
様
々
な
悪
行
を
な
し
、
そ
の
結
果
が
「
今
封
」
と
し
て
の
現
在
の
苦
し
み
と
な
っ
た
の
だ
と
す
る
。
彼
ら
は
種
々
の
苦
悩
を
「
寓
劫
」
と
い
う
時
聞
を
か
け
て
経
験
し
た
後
、
「
非
人
」
と
し
て
転
生
す
る
。
彼
等
を
哀
れ
ん
だ
「
道
」
が
「
勧
戒
」
を
授
け
る
こ
と
で
先
ず
「
人
中
」
に
転
生
さ
せ
、
更
に
修
道
さ
せ
る
こ
と
で
「
宿
封
」
を
解
消
さ
せ
、
「
飛
仙
」
に
ま
で
昇
華
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
「
今
釘
」
に
苦
悩
す
る
者
に
対
し
て
「
勧
戒
」
を
示
す
こ
と
で
そ
の
「
宿
封
」
を
消
滅
さ
せ
る
と
い
う
方
法
を
取
る
の
で
あ
る
。
最
後
の
『
太
上
玄
一
員
人
説
妙
適
轄
神
入
定
綬
』
は
、
夫
輸
縛
不
滅
、
得
還
生
人
中
、
才
智
明
遥
、
心
和
情
柔
、
篤
好
三
賓
、
志
慕
神
仙
。
嘗
思
念
善
功
、
贋
建
福
田
。
功
満
徳
備
、
施
行
妙
、
通
、
特
神
人
定
、
以
成
至
員
。
道
行
不
備
、
仙
亦
不
成
。
(
l
)
と
、
「
才
智
明
達
、
心
和
情
柔
」
と
優
れ
た
人
と
し
て
生
ま
れ
た
者
が
、
更
に
功
徳
を
積
む
こ
と
で
「
神
仙
」
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
そ
の
功
徳
と
し
て
「
四
十
五
念
」
を
列
挙
す
る
。
(
l
)
そ
し
て
、
そ
の
末
尾
に
於
い
て
、
以
上
の
四
経
典
を
総
括
し
、
其
文
〈
リ
勧
誠
妙
経
)
秘
於
太
上
紫
微
宮
中
、
自
非
仙
公
之
任
、
其
文
弗
可
得
見
。
今
説
其
誠
、
以
成
子
仙
。
(
8
)
と
、
「
経
」
が
伝
授
さ
れ
得
る
者
の
資
格
に
言
及
し
て
い
る
。
②
『
太
上
洞
玄
霊
賀
本
行
宿
縁
経
』
(
一
一
O
六
)
本
経
の
冒
頭
に
は
、
夫
人
生
、
各
有
本
行
宿
縁
命
根
、
種
種
相
困
、
願
願
相
随
、
以
類
相
従
、
展
縛
相
生
、
禍
福
相
引
。
是
以
世
世
不
絶
、
玩
好
不
問
、
用
心
各
異
、
皆
由
先
願
也
。
欲
修
道
結
縁
賢
壁
、
首
奉
行
大
誠
、
横
建
福
田
、
弘
施
功
徳
也
。
世
世
因
縁
、
順
其
本
願
。
・
・
夫
道
何
請
哉
。
以
無
心
而
鳳
衆
生
四
輩
。
修
福
徳
要
、
嘗
有
本
願
。
福
之
報
也
、
皆
縁
子
子
時
立
願
耳
。
功
徳
既
設
、
志
願
亦
定
、
其
報
嵐
、
乃
猶
暮
以
待
旦
突
。
(
1
)
と
、
現
世
に
於
い
て
な
さ
れ
る
行
為
は
全
て
前
世
に
於
い
て
立
て
ら
れ
た
「
先
願
」
に
基
づ
い
て
い
る
。
人
が
「
先
願
」
或
い
は
「
本
願
」
を
立
て
る
と
、
そ
れ
に
応
じ
た
「
因
縁
」
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
「
世
世
」
継
続
さ
れ
て
い
く
。
「
道
」
は
こ
と
さ
ら
な
意
図
を
持
た
ず
、
た
だ
衆
生
の
そ
の
「
本
願
」
に
応
え
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
相
応
の
功
徳
を
積
み
「
本
願
」
を
立
で
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
報
応
が
現
れ
る
の
は
時
間
の
問
題
な
の
で
あ
り
、
す
べ
て
は
「
本
願
」
を
立
て
る
こ
と
に
始
ま
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
本
願
」
と
共
に
積
ま
れ
る
べ
き
功
徳
と
し
て
、
「
太
上
智
慧
上
誠
、
百
八
十
誠
」
な
と
が
挙
げ
ら
れ
、
能
奉
此
十
誠
、
分
明
立
願
、
無
不
必
報
也
。
夫
人
見
世
行
悪
而
不
報
者
、
是
其
先
世
齢
福
未
盤
。
福
壷
而
禍
至
。
見
世
行
善
而
不
報
者
、
是
其
先
世
飴
挟
未
意
。
挟
垂
而
福
至
。
或
後
世
受
報
、
不
必
在
今
世
也
。
人
能
見
世
大
建
善
功
、
必
以
功
過
相
補
、
乃
可
免
先
世
挟
針
。
施
恩
望
報
則
不
報
、
陰
陽
必
然
失
。
欲
入
仙
道
者
、
功
加
塵
沙
之
比
、
其
可
矯
合
也
。
(
3
)
「古璽賓経」の得道論(山田〉
もな及はこ
関〈ぶ現の
連現たれヱ
K2宍竺静
の人前を
でに世奉
あょに持
母りおし
ν 時け'
予間る且
しの「つ
?章草画
」は」
の有コを
「る行立
曹が雪石
は「の!;J.'
教報影、
え」響必
のはがず
i云間現「
受違世報
といに」
済
度
一
切
、
篤
衆
法
橋
、
輪
輔
印
字
道
、
莫
先
乎
粛
。
粛
者
莫
過
蜜
賛
。
其
法
高
妙
、
不
可
宣
於
世
凡
流
之
人
。
常
樽
諸
有
宿
世
功
徳
之
子
、
自
無
前
生
重
縁
、
不
令
見
之
。
遇
見
亦
不
好
。
皆
有
本
願
而
然
也
。
(
5〕
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「
蜜
寅
爾
」
の
教
え
は
「
宿
世
の
功
徳
」
の
有
る
者
に
し
か
伝
授
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
前
世
に
於
い
て
「
重
縁
」
の
無
か
っ
た
者
は
、
自
す
と
出
会
う
こ
と
は
な
い
の
だ
が
、
偶
然
出
会
っ
た
と
し
て
も
彼
ら
は
「
霊
賓
粛
」
に
関
心
を
示
す
こ
と
は
有
り
得
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
そ
れ
を
学
び
た
い
と
い
う
「
本
願
」
を
彼
ら
は
立
て
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
以
上
、
限
ら
れ
た
材
料
で
は
あ
っ
た
が
、
大
き
く
三
種
に
分
類
し
な
が
ら
「
古
霊
賓
鰹
」
の
得
道
論
を
見
て
き
た
。
個
々
の
道
典
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
が
有
る
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
分
類
も
相
互
に
排
他
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
「
古
霊
賓
経
」
全
体
の
得
道
論
の
大
体
の
傾
向
を
窺
う
こ
と
は
出
来
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
次
に
、
こ
れ
ら
を
全
体
と
し
て
見
直
す
時
、
数
種
の
得
道
論
の
底
に
流
れ
る
共
通
の
要
素
を
見
い
出
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
そ
の
点
を
資
料
を
補
足
し
つ
つ
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
(
ご
、
「
名
簿
」
の
観
念
そ
の
第
一
は
、
積
ま
れ
て
き
た
行
為
に
応
じ
て
衆
生
の
名
、
か
名
簿
に
記
載
さ
れ
る
と
い
う
観
念
で
、
そ
れ
は
天
界
の
名
簿
で
も
あ
り
、
又
、
「
九
幽
玉
置
、
長
夜
の
函
」
の
中
の
「
罪
簿
」
で
も
あ
っ
た
。
道
教
史
と
し
て
は
「
簿
」
「
録
」
「
籍
」
等
の
語
で
多
く
見
ら
れ
る
こ
の
名
簿
に
依
っ
て
、
衆
生
の
運
命
は
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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例
"
え
ば
、
生
世
好
事
、
棄
色
断
情
、
長
爾
持
戒
、
農
夜
謂
経
、
不
倦
時
刻
、
惟
道
自
昔
、
惜
和
六
行
、
心
柔
意
玄
、
想
念
在
法
。
輪
縛
生
死
、
願
心
不
絶
、
世
世
因
縁
、
名
書
金
格
、
列
字
九
天
。
致
得
乗
虚
、
白
日
飛
行
、
駕
景
策
龍
、
上
登
玉
清
。
(
『
洞
玄
霊
賓
長
夜
之
府
九
幽
玉
置
明
民
科
』
4
)
と
、
「
色
情
」
を
絶
ち
「
驚
戒
」
に
勤
め
、
「
調
綬
」
を
怠
ら
な
い
等
の
積
徳
を
積
み
、
得
道
を
求
め
る
「
願
心
」
を
何
世
に
も
亙
っ
て
維
持
し
た
結
果
、
そ
の
「
名
・
字
」
が
「
金
格
・
九
天
」
に
記
載
さ
れ
る
と
あ
る
。
そ
し
て
、
経
典
や
教
え
の
伝
授
も
こ
の
名
簿
の
記
載
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
。
三
賀
噂
重
、
九
天
至
員
、
秘
之
大
有
九
重
金
格
紫
陽
玉
蓋
。
自
非
天
地
一
閥
、
其
文
不
出
。
・
・
依
科
遵
奉
、
形
神
間
仙
、
三
元
宮
中
、
宿
有
金
名
、
紫
字
刻
書
、
衆
生
臆
錆
三
清
神
仙
之
人
、
嘗
得
此
文
。
(
『
洞
玄
璽
賓
自
然
九
天
生
神
章
経
』
=
一
一
八
、
3
)
「
大
有
九
重
金
格
紫
陽
玉
蓋
」
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
『
九
天
生
神
経
』
は
、
「
三
元
宮
」
に
「
金
名
」
が
「
紫
字
」
で
刻
ま
れ
、
来
世
に
コ
ニ
清
神
仙
」
と
な
り
得
る
者
の
み
が
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
、
又
、
得
時
之
者
、
皆
億
劫
因
縁
、
先
身
宿
有
金
簡
玉
名
、
神
仙
品
中
、
耀
得
仙
度
。
故
見
其
文
、
以
成
其
員
。
(
『
洞
玄
霊
賓
玉
簸
簡
文
三
元
威
儀
自
然
員
経
』
五
=
一
o、
m)
と
、
「
億
劫
」
も
の
時
間
を
経
た
結
果
、
前
世
に
於
い
て
「
金
簡
」
に
記
さ
れ
た
「
玉
名
」
が
「
神
仙
品
」
の
中
に
有
る
者
は
「
仙
度
」
が
運
命
付
け
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
『
洞
玄
霊
賓
玉
錬
簡
文
三
元
威
儀
自
然
員
経
』
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
に
、
自
ら
経
典
等
を
入
手
し
修
道
し
て
得
道
を
達
成
で
き
る
者
、
或
い
は
そ
の
経
典
等
に
依
拠
し
て
他
者
を
救
済
で
き
る
者
は
、
名
簿
の
記
載
に
よ
っ
て
一
部
の
者
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
修
道
者
は
名
簿
上
に
自
己
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
を
知
る
必
要
も
有
る
と
さ
れ
る
。
子
宮
請
問
八
史
、
求
神
仙
長
生
之
法
。
史
即
属
人
、
入
天
宿
、
省
録
籍
、
語
人
也
。
若
先
無
仙
録
生
籍
、
去
仙
逮
実
。
適
可
修
奉
史
、
至
富
賞
、
延
命
至
三
四
百
歳
耳
。
徒
服
神
丹
金
液
礎
石
、
其
興
道
錯
。
(
『
太
上
無
極
大
道
自
然
民
一
五
橋
符
上
級
』
下
・
2
〉
と
、
「
神
仙
長
生
の
法
」
を
求
め
る
も
の
は
、
「
八
史
」
に
依
頼
し
て
「
天
宿
」
の
「
仙
録
生
籍
」
に
自
己
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
さ
せ
る
必
要
が
有
る
ロ
何
故
な
ら
ば
、
「
仙
録
生
籍
」
に
名
が
無
け
れ
ば
、
真
の
「
神
仙
長
生
」
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
衆
生
の
現
状
及
び
将
来
が
￥
」
う
し
た
名
簿
の
記
載
で
定
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
得
道
を
求
め
る
者
は
、
来
世
に
於
い
て
経
典
等
を
授
与
さ
れ
る
た
め
に
、
先
ず
こ
う
し
た
名
簿
に
自
己
の
名
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
、
或
い
は
「
罪
簿
」
等
か
ら
そ
の
名
を
抹
消
す
る
こ
と
で
、
自
己
の
状
況
の
打
開
を
計
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
衆
生
救
済
の
方
途
と
も
な
っ
て
い
た
。
以
甲
子
之
目
、
朱
書
第
五
第
六
二
字
、
向
北
服
之
。
呪
如
上
法
。
百
日
、
三
官
削
落
罪
簿
、
上
天
勧
録
於
司
命
曹
、
幽
魂
則
出
長
夜
之
戸
、
受
度
更
生
福
徳
之
堂
。
(
『
太
上
蜜
賀
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』
l
・
げ
)
こ
こ
で
は
、
「
玉
完
天
」
中
の
「
玉
訣
」
の
「
第
五
・
六
」
の
二
字
を
「
朱
書
」
し
て
「
服
」
し
、
「
法
」
に
依
拠
し
て
祈
る
こ
と
で
、
そ
の
「
罪
簿
」
に
記
さ
れ
て
い
た
名
が
削
除
さ
れ
、
死
者
の
魂
が
「
福
徳
の
堂
」
へ
転
生
で
き
る
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
然
る
べ
く
名
簿
に
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
た
上
で
、
来
世
に
お
け
る
経
典
・
教
え
の
授
回
与
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
仙
こ
う
し
た
名
簿
に
関
す
る
記
述
に
目
を
配
る
時
、
こ
れ
ら
に
は
論
「
宿
」
等
の
畏
遠
な
時
間
を
意
味
す
る
概
念
が
併
用
さ
れ
る
こ
と
が
保
多
い
点
に
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
名
簿
に
名
が
記
載
さ
れ
る
の
に
の
幾
世
に
も
亙
る
長
い
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
例
え
経
ば
、
賓璽古
子
有
骨
命
、
宿
名
仙
額
上
清
宮
者
、
嘗
得
箆
賓
経
。
(
『
太
上
無
極
大
道
自
然
民
一
五
稽
符
上
程
』
上
・
日
)
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「
骨
命
」
が
有
り
「
仙
錬
」
に
名
の
有
る
者
が
「
霊
賓
綴
」
の
伝
授
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
記
し
た
こ
の
記
述
は
、
「
宿
」
の
字
が
有
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
記
載
に
長
遠
な
時
間
を
要
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
又、
一
園
男
女
、
並
得
道
典
、
得
生
此
園
(
H
極
醐
盟
国
)
、
皆
以
前
生
七
百
劫
来
、
宿
有
善
名
、
記
於
天
上
、
致
生
是
画
。
(
『
太
上
諸
天
軍
書
度
命
妙
教
』
7
)
と
、
前
世
以
来
「
七
百
劫
」
も
の
長
い
時
間
を
か
け
て
、
「
天
上
」
に
「
善
名
」
が
記
載
さ
れ
た
者
が
「
極
集
園
」
に
生
ま
れ
る
資
格
を
持
つ
の
で
あ
る
。
以
上
見
て
き
た
所
で
は
、
衆
生
の
現
状
は
、
そ
の
名
の
名
簿
上
の
記
載
状
況
で
決
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
積
ま
れ
た
功
徳
の
如
何
に
依
拠
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
記
載
状
況
は、
H
鎮
火
的
功
徳
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
変
更
で
き
る
も
の
の
、
そ
れ
に
は
、
幾
世
に
も
亙
る
修
道
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
得
道
を
目
指
す
衆
生
に
は
、
輪
廻
転
生
を
繰
り
返
す
こ
と
が
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
る
と
言
一
う
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
、
名
簿
に
そ
の
名
が
然
る
べ
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
者
が
救
済
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
現
状
で
は
自
ら
経
典
を
入
手
し
、
そ
の
教
え
に
依
拠
し
て
得
道
を
達
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
が
、
既
に
見
た
様
に
、
神
々
が
『
五
老
赤
書
玉
篇
』
を
開
陳
し
た
り
『
度
人
経
』
を
調
え
る
こ
と
に
遭
遇
し
た
あ
ら
ゆ
る
36 
衆
生
が
等
し
並
に
救
済
さ
れ
る
と
い
う
、
あ
る
種
の
偶
然
や
、
『
玉
訣
妙
経
』
の
「
削
除
罪
簡
上
法
」
や
衆
生
が
『
度
人
経
』
を
調
え
る
個
所
に
見
ら
れ
た
様
に
、
現
世
に
在
る
者
の
功
徳
に
よ
っ
て
冥
界
に
居
る
祖
先
が
救
済
さ
れ
る
と
い
う
、
本
人
の
意
志
と
は
無
関
係
の
救
済
等
が
見
ら
れ
た
。
救
済
さ
れ
る
か
否
か
に
偶
然
的
要
素
が
高
く
な
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
に
依
っ
て
彼
ら
が
救
わ
れ
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
(
ニ
)
、
「
縁
」
の
観
念
名
簿
へ
の
記
載
、
及
び
そ
の
書
き
換
え
が
行
為
の
積
み
重
ね
に
依
る
こ
と
、
そ
れ
に
は
「
宿
」
に
代
表
さ
れ
る
長
遠
な
時
聞
が
要
さ
れ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
は
全
て
「
因
縁
」
と
い
う
立
場
に
関
わ
っ
て
い
る
。
「
古
震
賓
経
」
全
般
に
見
ら
れ
る
「
因
縁
」
の
観
念
に
は
、
生
値
此
世
(
日
大
福
堂
園
〉
、
興
組
道
相
遇
、
翼
民
億
劫
宿
世
因
縁
。
(
『
太
上
諸
天
鍾
書
度
命
妙
経
』
2
)
と
、
「
大
福
堂
園
」
に
生
ま
れ
「
経
道
」
と
遭
遇
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
「
億
劫
」
に
亙
る
「
宿
世
の
因
縁
」
の
結
果
だ
と
す
る
も
の
や
、
文
、
悪
悪
相
緑
、
善
善
相
因
、
是
臼
命
根
。
皐
道
者
、
亦
宜
知
此
也
。
夫
間
半
道
而
至
死
不
獲
者
、
功
徳
未
備
、
宿
無
重
縁
、
因
縁
微
薄
故
也
。
後
世
無
不
籍
此
功
以
得
仙
度
也
。
(
『
太
極
県
人
敷
霊
賓
粛
戒
威
儀
諸
経
要
訣
』
凶
)
と
、
前
世
で
の
功
徳
が
不
足
し
て
い
る
者
は
、
現
世
に
於
い
て
い
く
ら
功
徳
を
積
ん
だ
と
し
て
も
、
十
分
な
「
縁
」
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
た
め
得
道
す
る
こ
と
は
望
め
な
い
が
、
「
後
世
、
此
功
を
籍
り
て
以
っ
て
仙
度
を
得
ざ
る
無
き
な
り
。
」
と
、
現
世
の
功
徳
が
「
縁
」
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
来
世
で
の
得
道
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
様
に
、
転
生
を
不
可
欠
と
す
る
極
め
て
長
い
時
間
を
要
す
る
観
念
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
有
る
。
こ
う
し
た
、
「
宿
命
」
「
宿
縁
」
「
因
縁
」
「
封
」
等
の
語
で
表
現
さ
れ
る
、
所
謂
る
因
果
応
報
と
し
て
の
「
因
縁
」
と
い
う
一
般
的
意
味
合
の
他
に
、
よ
り
限
定
さ
れ
た
用
例
と
し
て
、
「
輿
道
結
縁
」
等
に
代
表
さ
れ
る
、
「
道
」
・
「
賢
人
」
等
と
関
係
を
結
ぶ
と
い
う
意
味
を
持
つ
も
の
が
有
る
。
例
え
ば
、
本
論
冒
頭
に
引
用
し
た
『
五
老
赤
書
玉
篇
』
(
中
・
げ
)
で
は
、
「
元
始
五
老
三
元
玉
符
」
「
璽
賓
玉
篇
奨
文
」
の
威
力
に
よ
り
、
功
徳
の
満
ち
足
り
て
い
る
者
は
「
玄
都
上
宮
」
に
昇
天
で
き
る
が
、
功
徳
の
不
備
な
る
者
は
「
戸
解
仙
」
と
し
て
輪
廻
し
、
転
生
を
繰
り
返
し
た
結
果
、
「
民
と
縁
を
結
ぶ
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
「
縁
」
と
は
、
今
す
ぐ
に
は
得
道
す
る
資
格
を
持
た
な
い
者
も
、
そ
の
積
徳
如
何
に
よ
っ
て
は
、
将
来
的
に
'e埠
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
「
員
と
縁
を
結
ぷ
」
と
い
う
形
で
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
、
強
賓
開
法
度
入
、
有
十
二
可
従
。
・
・
・
能
行
此
善
念
、
世
世
得
見
聖
文
、
輿
道
結
縁
、
諸
天
友
識
。
濁
歩
三
界
、
無
所
墨
磁
、
長
離
三
悪
五
道
八
難
。
(
『
玉
訣
妙
経
』
上
・
3
)
と
、
「
十
二
可
従
戒
」
を
履
行
し
た
結
果
、
転
生
す
る
度
に
「
聖
文
」
と
出
会
い
「
道
と
縁
を
結
」
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
「
三
悪
五
道
八
難
」
か
ら
離
脱
で
き
る
と
さ
れ
る
。
又
、
天
尊
言
、
我
歴
観
諸
天
地
獄
之
中
、
男
女
貴
作
、
幽
牢
窮
魂
、
莫
非
先
身
、
不
見
明
誠
、
見
而
不
行
、
或
行
而
不
遵
。
・
・
故
説
是
誠
、
開
度
天
人
、
威
使
男
女
督
問
法
音
、
知
設
道
心
、
建
立
善
功
、
以
抜
諸
苦
、
興
道
局
緑
、
威
得
歓
泰
、
泊
趨
自
然
。
(
『
太
上
洞
異
智
慧
上
品
大
誠
』
日
)
前
世
に
於
い
て
「
誠
」
を
知
ら
な
い
、
知
っ
て
い
て
も
履
行
し
な
い
、
履
行
し
て
も
遵
守
し
な
い
、
等
の
不
徳
を
積
ん
だ
者
逮
は
、
「
地
獄
」
の
内
に
苦
し
む
と
い
う
果
報
を
受
け
て
い
る
。
彼
ら
に
対
し
「
誠
」
を
説
く
こ
と
で
、
「
道
心
」
を
発
し
「
善
功
」
を
行
は
せ
、
「
諸
苦
」
)
 
固
か
ら
脱
し
、
「
道
」
と
「
縁
」
を
結
ば
さ
せ
る
と
す
る
。
更
に
、
山論
有
人
不
皐
道
者
、
・
此
人
宿
命
前
世
時
、
不
興
仙
聖
作
緑
、
賢
人
結
因
。
道
今
生
無
大
智
慧
。
故
不
得
預
賢
聖
之
菰
韻
実
。
明
(
『
太
極
異
人
敷
翠
賀
粛
戒
威
儀
諸
紐
要
訣
』
児
)
畑
出
と
、
現
世
に
於
い
て
「
道
」
を
学
ぼ
う
と
し
な
い
者
は
、
実
は
「
宿
密
命
」
と
し
て
、
『
前
世
」
の
時
に
「
仙
聖
・
賢
人
」
と
「
縁
・
因
」
唱
を
結
ば
な
か
っ
た
者
達
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
現
世
で
は
「
大
智
慧
」
が
備
わ
ら
ず
、
教
え
に
与
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
輿
道
結
縁
」
に
代
表
さ
れ
る
、
こ
れ
ら
の
「
縁
」
は
、
来
世
に
37 
於
い
て
得
道
を
可
能
と
す
る
た
め
の
契
機
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
道
と
」
と
有
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
「
道
」
と
、
或
い
は
「
道
」
と
衆
生
と
の
媒
介
者
で
あ
る
「
賢
人
」
等
と
の
関
係
の
樹
立
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
縁
」
に
も
「
縛
輪
」
「
世
世
」
「
宿
命
」
な
ど
の
語
が
付
い
て
お
り
、
「
縁
」
を
結
ぶ
こ
と
も
長
い
時
間
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た
「
結
縁
」
の
観
念
は
、
名
簿
の
観
念
と
も
関
連
し
て
お
り
、
子
暢
輪
生
死
、
興
善
結
縁
1
歴
劫
積
稔
、
代
代
不
休
、
・
・
精
感
退
徹
、
故
名
標
上
清
。
(
『
太
上
洞
玄
軍
賀
県
一
動
誠
法
輪
妙
趨
』
3
〉
と
、
「
生
死
」
を
輪
廻
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
「
善
と
縁
を
結
」
び
、
更
に
時
間
を
か
け
る
こ
と
で
、
「
上
清
」
に
名
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
結
以
上
、
名
簿
と
「
縁
」
と
い
う
二
つ
の
点
か
ら
「
古
霊
賓
経
」
の
得
道
論
を
再
整
理
し
が
、
こ
の
両
観
念
に
は
更
に
共
通
の
性
格
が
有
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
名
簿
へ
の
盆
削
の
詞
薮
は
、
記
載
に
至
る
ま
で
の
衆
生
の
行
為
内
容
に
対
し
、
衆
生
外
の
善
悪
の
判
断
基
準
に
基
づ
き
、
神
々
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
評
価
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
迄
か
な
時
聞
を
か
け
た
積
徳
で
書
き
改
め
が
可
能
な
の
だ
が
、
そ
の
主
導
権
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は
行
為
の
内
容
を
判
断
し
、
そ
れ
を
名
簿
に
記
載
す
る
側
に
あ
る
。
一
方
の
「
縁
」
は
、
や
は
り
迄
か
な
時
間
を
か
け
て
行
わ
れ
た
衆
生
の
行
為
の
結
果
が
、
来
世
へ
の
果
と
し
て
繋
る
も
の
だ
が
、
そ
の
中
に
は
、
「
道
」
等
と
の
関
係
を
樹
立
し
、
そ
の
こ
と
で
、
来
世
で
の
得
道
を
確
実
な
も
の
と
す
る
と
い
う
も
の
が
有
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
「
道
」
と
の
関
係
を
樹
立
し
、
そ
の
「
道
」
の
力
に
依
拠
し
て
得
道
を
達
成
し
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
が
あ
る
。
こ
う
し
た
得
道
論
は
、
神
格
の
救
済
力
が
前
提
と
な
っ
た
他
力
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
依
拠
す
る
救
済
者
で
あ
る
「
道
」
と
の
関
係
を
樹
立
す
る
こ
と
が
「
縁
」
を
結
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
「
道
」
に
些
か
な
り
と
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
名
簿
に
名
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
外
在
的
な
神
格
を
設
定
し
て
の
得
道
論
は
、
法
信
等
の
観
念
に
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
「
古
窓
賓
経
」
に
は
、
神
格
に
対
し
て
何
ら
か
の
物
品
を
献
上
す
る
事
で
救
済
を
願
っ
た
り
、
教
え
の
伝
授
を
求
め
た
り
す
る
も
の
が
有
る
。
例
え
ば
、
嘗
依
明
異
玉
置
女
青
上
宮
哲
典
、
以
青
紋
紺
九
十
尺
、
或
九
尺
、
詣
九
無
天
君
、
請
諸
天
玉
文
女
青
符
、
命
告
下
東
郷
諸
霊
官
、
抜
度
東
方
九
幽
地
獄
、
三
塗
五
苦
餓
鬼
死
魂
、
開
出
光
明
、
安
鎖
死
者
、
形
骸
宮
宅
、
長
得
安
寧
、
無
有
揺
動
、
如
女
青
文
ロ
(
『
太
上
洞
玄
霊
賓
滅
度
五
錬
生
戸
妙
経
』
同
)
と
、
東
方
に
属
す
る
死
者
の
魂
を
救
済
し
た
け
れ
ば
、
「
明
員
玉
置
女
青
上
宮
沓
典
」
に
依
拠
し
て
、
「
青
紋
緒
九
十
尺
」
等
の
物
品
を
持
っ
て
「
九
策
天
君
」
に
詣
で
、
「
東
郷
諸
璽
官
」
に
依
頼
し
て
魂
を
救
済
し
て
も
ら
う
必
要
が
有
る
と
し
、
又
、
奉
此
法
、
師
弟
子
針
粛
九
日
、
以
上
金
五
雨
五
帝
、
紋
繰
五
匹
以
誓
五
老
上
帝
、
翠
盟
五
出
掛
而
受
文
。
ハ
『
五
老
赤
書
玉
篇
』
上
・
M
M
〉
と
、
経
典
の
授
受
に
は
「
金
五
雨
・
紋
線
五
匹
」
の
法
信
を
「
五
帝
・
五
老
上
帝
」
に
献
上
す
る
必
要
が
有
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
こ
う
し
た
「
古
彊
賓
経
」
に
共
通
し
て
見
ら
れ
た
立
場
は
、
「
古
盤
賓
綬
」
の
影
響
下
に
そ
の
後
に
成
立
し
た
と
恩
わ
れ
る
道
典
に
も
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
様
で
あ
り
、
「
蜜
賓
経
系
経
典
」
と
で
も
言
え
る
も
の
に
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
論
冒
頭
に
『
海
空
経
』
『
本
際
経
』
な
ど
の
唐
初
道
典
に
見
た
、
「
空
」
及
び
「
道
性
」
思
想
に
基
づ
く
心
性
論
と
し
て
の
得
道
と
は
傾
向
を
異
に
し
た
立
場
は
、
こ
う
し
た
「
古
霊
賓
経
」
の
得
道
論
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
問
題
は
、
こ
う
し
た
「
古
震
賓
経
」
に
来
源
す
る
立
場
と
、
「
空
」
「
道
性
」
思
想
に
依
拠
す
る
立
場
と
の
折
り
合
い
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
或
い
は
、
そ
の
併
用
に
ど
の
様
な
意
義
が
有
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
点
は
唐
初
道
典
の
得
道
論
そ
の
も
の
の
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
り
、
「
古
蜜
賓
経
」
か
ら
}
足
飛
び
に
唐
初
の
道
典
へ
と
視
点
を
移
し
て
論
じ
れ
る
問
題
で
も
な
く
、
そ
の
聞
に
、
検
討
を
要
す
る
「
霊
賓
経
系
経
典
」
も
有
る
。
与
え
ら
れ
た
紙
幅
で
級
い
切
れ
る
問
題
で
は
な
く
、
稿
を
改
め
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
の
大
ま
か
な
見
通
し
の
み
を
示
し
て
結
び
に
代
え
た
、。L
 容
易
に
推
測
さ
れ
る
様
に
、
「
空
」
「
道
性
」
に
基
盤
を
置
く
心
性
論
と
し
て
の
得
道
で
は
、
一
心
が
様
々
な
執
着
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
得
道
は
在
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
様
々
な
思
想
を
背
景
に
持
ち
な
が
ら
も
、
得
道
の
対
象
と
し
て
の
「
道
」
を
個
々
の
衆
生
そ
の
も
の
に
即
し
た
観
念
と
し
て
把
握
し
て
い
こ
う
と
す
る
。
「
道
性
」
の
顕
現
を
得
道
と
す
る
こ
う
し
た
立
場
で
は
、
外
に
在
っ
て
衆
生
の
行
為
の
善
悪
を
判
断
す
る
基
準
は
理
論
的
に
無
用
と
な
り
、
又
、
「
空
」
の
立
場
を
推
し
進
め
て
い
け
ば
、
善
悪
と
い
〉田
う
相
対
分
別
さ
え
も
無
意
味
と
な
る
は
ず
で
あ
れ
V
「
古
霊
賓
綬
」
仙
で
は
相
当
程
度
の
重
要
性
を
持
っ
て
言
わ
れ
て
い
た
法
信
も
、
そ
の
蹴
外
在
的
神
格
の
存
在
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
以
上
、
「
空
」
保
の
立
場
に
基
づ
く
こ
れ
ら
の
道
典
で
は
さ
程
の
意
味
を
持
た
な
い
こ
D
日》
じ
と
に
も
な
ろ
う
c
強
し
か
し
、
こ
う
し
た
立
場
を
一
般
論
と
し
て
洗
練
さ
せ
て
い
け
ば
酷
い
く
程
に
、
こ
う
し
た
よ
エ
」
の
立
場
を
理
解
で
き
ず
、
高
度
な
得
活
道
論
に
与
る
こ
と
の
で
き
な
い
個
々
の
具
体
的
な
衆
生
の
救
済
を
考
内
剖
》
慮
す
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
自
己
の
「
道
性
」
に
対
す
る
衆
生
の
積
極
的
な
働
き
か
け
を
重
視
し
、
得
道
と
は
衆
生
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自
身
が
自
身
を
救
済
す
る
こ
と
で
し
か
な
い
と
す
る
『
本
相
経
』
も
、
修
道
に
背
を
向
け
る
衆
生
の
た
め
に
、
神
格
に
よ
る
彼
ら
の
無
条
件
の
救
済
が
言
わ
れ
、
又
、
「
空
」
の
思
想
を
極
め
て
重
視
し
「
道
性
」
を
論
ず
る
『
本
際
経
』
に
見
ら
れ
る
、
悪
逆
非
道
な
者
を
も
強
制
的
に
正
道
に
帰
依
さ
せ
る
話
や
「
一
一
一
乗
」
の
観
念
な
ど
も
、
自
力
で
修
道
を
志
向
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
と
関
わ
っ
て
く
る
問
題
で
あ
る
。
一
切
の
衆
生
を
等
し
く
救
済
す
べ
き
と
す
る
「
度
人
」
の
立
場
を
維
持
す
る
唐
初
の
道
典
は
、
「
道
性
」
を
軸
に
自
力
得
道
の
恩
惣
を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
枠
外
に
在
る
衆
生
の
た
め
に
種
々
の
救
済
方
法
を
用
意
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
「
古
震
賓
綬
」
の
長
遠
な
時
間
を
要
す
る
も
転
生
を
繰
り
返
す
こ
と
で
徐
々
に
進
展
し
て
い
く
と
い
う
得
道
論
や
、
偶
然
や
子
孫
の
功
徳
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
と
す
る
も
の
は
、
こ
う
し
た
唐
初
道
典
の
得
道
論
の
中
に
位
置
付
け
る
時
、
ま
た
異
な
っ
た
意
味
を
持
っ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。主一
(
i
〉
拙
稿
「
陪
唐
期
に
於
け
る
「
道
性
』
思
想
白
展
開
」
(
『
日
本
中
園
学
宙
報
』
第
四
十
二
集
、
一
九
九
O
年
)
を
参
照
。
(
2
)
陪
唐
の
際
自
『
本
際
経
』
も
「
但
以
煩
倒
之
所
覆
蔽
、
不
得
鮪
了
。
」
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(
巻
四
)
と
「
道
性
」
の
顕
現
を
妨
げ
る
「
煩
悩
」
に
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
煩
悩
」
も
「
煩
悩
性
空
」
(
巻
}
)
と
実
体
の
無
い
も
の
で
あ
り
、
「
得
道
」
及
び
「
煩
悩
」
の
「
断
滅
」
も
、
「
所
謂
得
道
、
得
無
所
得
。
所
謂
断
滅
、
断
無
所
断
。
」
(
巻
一
)
と
し
て
い
る
。
尚
、
『
本
際
経
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
論
者
作
成
の
「
校
本
」
(
未
発
表
)
を
用
い
た
。
(
3
〕
『
本
相
趨
』
に
も
得
道
を
達
成
し
た
者
は
「
紫
界
」
に
そ
の
名
が
記
さ
れ
る
と
有
る
(
『
本
相
経
』
巻
次
未
詳
、
F
-
一
三
五
七
百
(
4
)
『
海
空
経
』
に
は
ご
ニ
洞
蜜
賓
十
部
妙
経
」
、
「
璽
賓
妙
法
」
、
「
霊
賀
県
文
」
の
他
、
「
神
通
思
微
定
志
」
、
「
宛
利
世
界
」
等
の
「
古
盛
賓
経
」
に
見
ら
れ
る
概
念
が
見
ら
れ
る
」
本
際
経
』
、
司
本
相
経
』
と
「
古
璽
賓
鰹
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
太
玄
真
一
本
際
経
』
に
つ
い
て
」
(
『
自
体
決
化
研
究
所
研
究
報
告
』
第
三
O
号
、
一
九
九
四
年
)
、
「
道
は
人
を
度
は
ず
、
人
自
ら
道
を
求
む
l
『
太
上
妙
法
本
相
経
』
の
思
想
」
(
『
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
一
巻
、
一
九
九
五
年
〕
を
参
照
。
尚
、
「
古
蜜
賓
経
」
に
つ
い
て
は
、
。
司
口
の
出
回
目
品
目
】
M-QH
同
に
ピ
ロ
同
1
、sn
F
S
h
古
璽
賀
緩
(
b
E。
b
a
a
h
R
P
回
巳
-oEロ
。
ご
F
o
F己
主
己
。
。
『
回
阻
止
0
3
0己
苫
2
・
Z
0・N
F
E
4
6、
及
び
、
同
氏
『
敦
燈
道
経
目
録
編
』
(
福
武
書
庖
、
一
九
七
八
年
)
、
小
林
正
美
氏
「
劉
宋
に
お
け
る
霊
賓
経
由
形
成
」
(
『
東
洋
文
化
』
六
二
号
、
一
九
八
二
年
)
、
g
a
F
E
同
・
回
O
宮
ロ
E
E
M
M
由
0
5
2抑
止
吾
o
F
E四
国
umO
由。句者
E
Z
ω
(足
郎
官
、
川
町
2
0
F
n
g
z
a
出。
m
h
t
t
p
Z
R
E
S
-
H
H
H
-↓
笹
口
可
E
m出向日
4EUHE
田
Z
E
E
-凶
ロ
出
。
ロ
OM10『
同
・
』
由
E
E
-
-
g
M
)を
参
照
。
又
、
回
目
r
N
G
Z
Z吋日回出血《出
MEw-ロ
E
5
0
0ロ
回
再
ぞ
4
2官
自
弘
田
Z
Z
U
2
3
0
2匂
Z
Z
H
回
2
骨
E
O
(
凶
i
u
o
E
N
h
M
U
Q
O
S
-
F
H〈
H
H
臼
-
g口
)
は
仏
典
と
の
関
速
か
ら
「
古
霊
賓
経
」
を
概
観
し
て
い
る
。
(
5
〉
「
鍾
賓
経
目
」
で
は
「
元
始
嘗
経
」
と
「
葛
仙
公
所
受
」
と
に
一
一
分
し
て
お
り
、
注
(
4
)
小
林
氏
論
文
も
コ
克
始
系
」
と
「
仙
公
系
」
と
に
「
劉
宋
賓
質
経
」
を
二
分
す
る
立
場
を
取
る
が
、
本
論
が
扱
う
問
題
に
関
し
て
は
、
こ
の
両
系
の
間
に
本
質
的
差
異
は
な
い
と
恩
わ
れ
る
の
で
、
併
せ
て
見
て
い
く
事
に
す
る
。
尚
、
「
彊
賓
紐
自
」
に
つ
い
て
は
、
注
(
4
)
大
淵
氏
論
・
著
、
及
び
小
林
正
美
氏
「
蜜
賓
経
由
分
類
表
」
(
『
六
朝
道
教
史
研
究
h
所
収
、
創
文
社
、
一
九
九
O
年
)
を
参
照
。
(
B
)
以
上
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
氏
「
建
費
赤
害
五
篇
民
文
の
思
想
と
成
立
」
(
『
東
方
宗
教
』
第
六
O
号
、
一
九
八
二
年
)
に
整
理
さ
れ
て
い
る。
(
7
)
テ
キ
ス
ト
は
『
元
始
無
量
度
人
上
品
妙
経
四
注
』
(
八
七
)
を
用
い
た
。
巻
数
・
紙
数
も
閉
経
に
依
る
。
(
B
〉
こ
の
点
に
就
い
て
は
、
褒
谷
邦
夫
氏
「
初
期
道
教
に
お
け
る
救
済
思
組
」
(
『
東
洋
文
化
』
第
五
七
号
、
一
九
七
六
年
)
を
参
照
。
(
自
)
そ
の
他
、
『
太
上
無
極
大
道
自
然
興
一
五
栴
符
上
経
』
(
六
七
一
)
、
『
太
上
軍
賀
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』
(
九
七
)
、
『
太
上
洞
玄
震
賓
滅
度
五
錬
生
戸
妙
経
』
(
三
六
九
)
、
『
洞
玄
鍾
賓
二
十
回
生
圃
綬
』
(
一
=
一
九
六
)
、
『
太
上
洞
玄
軍
賓
異
文
要
解
上
経
』
(
三
三
O
)
等
も
、
「
霊
賓
五
符
」
「
五
篇
民
文
」
「
玉
訣
」
「
天
音
」
な
ど
の
威
力
に
依
る
得
道
を
主
眼
と
す
る
も
の
と
言
え
る
。
(
叩
)
こ
の
「
九
幽
玉
置
、
長
夜
之
函
」
が
そ
の
ま
ま
経
題
と
な
っ
た
も
の
に
『
洞
玄
霊
賓
長
夜
之
府
九
幽
玉
置
明
民
科
』
(
一
四
O
O
)
が
有
る
。
本
経
は
、
「
長
夜
の
府
の
九
幽
玉
置
』
に
蔵
さ
れ
て
い
る
「
明
員
科
律
」
を
披
涯
し
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
教
え
や
「
罪
報
の
自
」
に
依
拠
し
つ
つ
、
「
因
縁
』
の
枠
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
を
説
く
ー
も
の
で
あ
り
、
「
大
功
」
と
し
て
の
「
十
戒
」
や
、
十
方
の
「
天
尊
」
に
帰
命
す
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
「古璽賓経」の得道論(山田〉
(
日
)
そ
の
他
、
「
戒
」
に
よ
る
得
道
を
説
く
道
典
に
は
、
『
太
上
洞
舞
智
慧
上
品
大
誠
』
(
一
七
七
〉
、
『
太
上
洞
玄
璽
賓
智
慧
定
志
通
徴
纏
』
(
一
ニ
二
五
)
、
『
太
上
洞
玄
璽
賀
誠
業
本
行
上
品
妙
経
』
(
三
四
五
)
、
『
太
極
箕
人
敷
霊
賓
粛
戒
威
儀
諸
経
要
訣
』
(
五
三
二
)
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
尚
、
『
古
璽
賓
経
」
を
含
み
「
道
教
戒
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
楠
山
春
樹
氏
「
道
教
戒
に
見
え
る
儒
教
思
想
」
(
『
道
教
』
第
2
巻
所
収
、
平
河
出
版
社
、
一
九
八
三
年
)
、
「
道
教
に
お
け
る
十
戒
」
(
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
部
集
、
一
九
八
三
年
)
、
「
清
信
弟
子
考
道
士
の
階
梯
に
関
す
る
一
試
論
」
(
牧
尾
良
海
博
士
矧
寿
記
念
論
集
『
中
国
の
宗
教
・
思
想
と
科
学
』
所
収
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
)
の
各
論
を
参
照
。
(
ロ
)
テ
キ
ス
ト
は
四
経
典
に
分
け
ら
れ
て
『
道
斑
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
太
上
洞
玄
璽
寅
員
一
勧
誠
法
輪
妙
綴
』
(
三
四
六
)
、
『
太
上
玄
一
民
人
説
動
誠
法
輪
妙
経
』
〔
三
回
八
〉
、
『
太
上
玄
一
員
人
説
三
途
五
音
勘
戒
鑑
』
(
四
五
五
)
、
『
太
上
玄
一
員
人
説
妙
通
暢
神
入
定
経
』
(
三
四
七
〉
を
用
い
た
。
(
日
〉
同
様
に
「
宿
縁
」
「
針
」
等
の
観
念
を
中
心
に
据
え
る
も
の
に
は
、
『
太
上
諸
天
鍾
害
度
命
妙
経
』
(
二
三
〉
、
『
太
上
洞
玄
霊
寅
三
元
品
戒
功
徳
軽
量
経
』
(
四
五
六
)
の
後
半
部
、
『
太
上
洞
玄
盤
質
本
行
因
縁
経
』
(
一
一
O
七
)
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
(
M
)
「
命
籍
」
「
録
籍
」
に
つ
い
て
は
、
吉
岡
義
豊
氏
「
道
教
功
過
〈
倫
理
〉
思
想
の
二
三
の
問
題
」
(
司
道
教
と
仏
教
』
第
二
所
収
、
図
書
刊
行
会
、
昭
和
三
四
年
)
、
ア
ン
リ
マ
ス
ベ
口
氏
「
中
国
六
朝
時
代
人
の
宗
教
信
仰
に
お
け
る
道
教
』
(
川
勝
義
雄
氏
訳
『
道
教
』
所
収
、
平
凡
社
東
洋
文
底
、
一
九
七
八
年
)
、
大
淵
忍
爾
氏
「
中
国
に
お
け
る
民
族
的
宗
教
の
成
立
」
(
『
初
期
の
道
教
』
前
篇
第
二
章
、
創
文
社
、
一
九
九
一
年
)
、
凍
園
棟
氏
「
道
科
H
命
籍
ヘ
n
宅
録
M
輿
漢
貌
戸
籍
制
的
一
個
側
面
l
41 
翻
陸
修
静
《
道
内
科
略
》
札
記
之
一
」
(
『
鶏
晋
南
北
朝
階
唐
史
資
料
』
第
十
二
期
所
収
、
武
漢
大
接
歴
史
系
貌
晋
南
北
朝
階
唐
史
研
究
室
編
、
一
九
九
三
年
)
を
参
照
。
(
日
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
前
田
繁
樹
氏
が
「
「
敦
埠
本
」
と
「
道
戴
本
」
の
差
異
に
つ
い
て
l
古
「
璽
賓
経
」
を
中
心
と
し
て
l
」
(
『
東
方
宗
教
』
第
八
四
班
、
平
成
六
年
)
に
て
指
摘
し
て
い
る
。
但
、
前
田
氏
論
考
は
、
「
「
璽
賓
紐
」
で
は
こ
れ
を
い
わ
ば
積
極
的
に
受
け
止
め
て
、
永
遠
に
輪
廻
鴨
生
し
績
け
て
い
く
こ
と
を
不
老
長
生
の
ひ
と
つ
の
方
途
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
く
。
」
(
一
三
頁
上
段
)
と
し
、
輪
廻
転
生
自
体
が
目
指
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
本
論
で
は
、
得
道
へ
と
至
る
長
速
な
時
聞
の
た
め
、
輪
廻
転
生
は
不
可
欠
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
得
道
へ
至
る
過
程
と
考
え
る
。
(
日
)
本
論
冒
頭
に
見
た
唐
初
道
典
の
他
に
も
、
北
周
・
武
帝
期
ま
で
に
は
確
実
に
成
立
し
て
い
た
『
昇
玄
経
』
に
は
「
仙
録
」
、
「
罪
目
」
、
「
黒
簿
」
等
の
観
念
、
「
興
道
合
員
」
、
「
輿
道
相
臆
」
と
い
う
表
現
、
『
直
心
錦
道
、
無
属
自
成
。
皆
如
本
心
之
所
願
想
。
」
と
い
う
「
願
想
」
を
重
視
す
る
立
場
が
見
ら
れ
、
又
、
六
世
紀
中
葉
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
『
太
上
洞
玄
璽
賀
業
報
因
縁
紹
』
(
三
三
六
〉
に
も
、
「
彊
貧
諸
経
」
、
「
左
玄
異
人
」
、
「
善
積
山
」
、
「
南
丹
洞
浮
」
、
「
盤
賓
五
芽
法
」
、
「
太
極
左
仙
公
」
、
「
定
志
智
慧
観
身
」
等
に
「
古
盤
賓
趨
」
の
影
響
を
見
る
事
が
で
き
、
「
罪
目
籍
録
」
、
「
罪
簿
」
、
「
傑
録
罪
福
、
名
書
諸
天
金
格
玉
字
」
と
い
う
名
簿
の
観
念
も
見
ら
れ
る
。
(
げ
)
一
例
を
示
せ
ば
、
「
空
」
の
境
地
に
至
り
さ
え
す
れ
ば
得
道
へ
至
る
と
言
う
『
海
空
鱈
』
は
「
若
有
人
言
、
是
我
身
者
即
是
道
種
、
即
是
道
性
。
有
道
性
故
、
身
中
即
有
七
十
二
相
、
八
十
一
好
、
是
故
我
説
不
異
聖
人
。
」
(
5
・
H
)
と
、
得
道
の
到
達
点
で
あ
る
「
七
十
二
相
、
八
十
一
好
」
の
相
好
を
持
つ
神
格
は
、
「
道
性
」
を
備
え
持
つ
一
切
の
衆
生
42 
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
。
(
印
)
『
本
際
経
』
に
は
、
「
戒
律
者
、
僚
制
勅
約
、
防
非
検
過
、
詮
量
罪
福
、
分
別
軽
重
。
」
(
巻
三
)
と
、
衆
生
の
行
為
の
善
悪
の
判
断
に
関
わ
る
「
戒
律
」
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
「
空
」
の
立
場
に
立
つ
「
無
得
誠
」
と
し
て
、
「
若
識
諸
法
、
畢
寛
空
寂
、
是
名
正
誠
。
無
持
無
犯
、
開
四
観
門
、
民
道
根
本
。
」
(
巻
二
〉
と
、
「
誠
」
と
「
犯
」
の
相
対
を
超
越
し
た
境
地
こ
そ
を
真
由
「
誠
」
と
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
又
、
『
海
空
経
』
に
も
、
「
無
戒
之
戒
、
亦
非
有
戒
、
亦
非
無
戒
、
非
非
有
戒
、
非
非
無
戒
、
亦
非
常
戒
、
亦
非
断
戒
、
非
断
常
戒
、
非
非
断
常
戒
。
」
(
6
・
2
)
と
見
ら
れ
る
。
(
問
)
「
樽
此
経
者
、
不
須
法
信
。
嘗
翻
其
心
、
具
十
善
願
、
便
可
授
之
。
」
(
『
本
際
経
』
巻
一
)
(
却
)
万
人
に
等
し
く
「
道
性
」
が
備
わ
っ
て
い
る
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
の
顕
現
が
可
能
な
者
が
事
実
上
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
(
l
〉
拙
稿
及
び
注
(
4
)
『
本
相
経
』
拙
稿
で
指
摘
し
た
。
(
幻
)
『
本
相
経
』
『
本
際
経
』
に
つ
い
て
は
注
(
4
)
拙
稿
、
及
び
拙
稿
「
道
教
の
コ
ニ
乗
」
観
念
に
つ
い
て
『
太
玄
員
一
本
際
経
』
を
中
心
に
」
(
『
文
化
』
第
五
七
巻
第
三
・
四
号
、
一
九
九
四
年
)
を
参
照
。
※
『
道
厳
』
番
号
は
『
道
蔵
子
目
引
得
』
に
依
拠
し
、
漢
数
字
で
表
示
し
た
。
引
用
文
献
の
巻
数
・
紙
数
は
、
上
巻
第
一
紙
を
(
上
・
1
〉
の
様
に
略
記
し
た
。
(
一
九
九
五
、
三
、
二
十
七
、
脱
稿
)
